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歴史ビッグデータとは？

1. 現代のデータを想定して開発されたビッグデータの方
法論を、過去の記録に延長すること。

2. 生データの構造化：機械可読なデータを生成し、様々
な分野における解析などに利用する。

3. 多様な（Variety）データの統合解析：単体のデータだ
けでは見えてこない新しい知見を得る。

4. 人文学研究のデジタルトランスフォメーション：研究
基盤の構築が必須。技術要素だけではなく、研究体制
や制度の変革も必要。
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歴史ビッグデータの統合解析
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Time Machine Europe
https://www.timemachine.eu/

カレントアウェアネス-E
「過去のビッグデータ」を探る
欧州タイムマシン研究計画

https://current.ndl.go.jp/e2248

https://www.timemachine.eu/
https://current.ndl.go.jp/e2248


データ構造化ワークフロー
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史料と地名

1. 地名：空間の一部に対する呼称。住所等の「行政地
名」と、Point of Interest（POI）等の「施設名」を含む。

2. 地名リソース：地名に識別子と属性を与えたデータ
セット。地名情報基盤で統合・共有する。

3. 歴史地名への対応：時代による変化、表記揺れ（文字
種の揺れを含む）、別名、履歴などを考慮。

4. 史料と実世界のリンク：史料中の地名を経由して実世
界と紐づける、一般的な枠組み（基盤）が必要。
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史料とエンティティのリンク
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宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし

御江戸大地震大破并出火類焼場等書上之写（みんなで翻刻）

宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし固有表現認識

原資料表記 江戸マップID 江戸マップ表記

宇田川丁 4-358 宇田川町

三島丁 4-290 三島丁

神明丁 4-294 神明町

曖昧性解消1. 江戸マップに出現する地名を、地
名リソース（エンティティのデー
タベース）として整備する。

2. 史料の文字列から固有表現（地
名）を抽出する。

3. 特定のエンティティとリンクする
ことで、実世界と紐づける。



地名識別子と疎結合性
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私は東京に行く。

35.676666, 139.762222

地名を直接的に緯度経度に変換
する方法は後から修正がしづら
く、データ構造化と分析・可視
化が一体化している（密結合）。

私は東京に行く。

35.676666, 139.762222

地名識別子：UoGwci

地名を識別子にリンクし、識別子
の属性の緯度経度を用いる方法は、
分析・可視化の目的に応じて属性
を変更できる（疎結合）。



本発表の構成

•地理的史料からの地名抽出
1. 武鑑全集
2. 江戸観光案内
3. 江戸買物案内

•地名リソースの構築
1. 歴史地名マップ
2. 江戸マップβ版

•地名リソースと地理的史料のエンティティリンキング

•歴史的行動記録での活用
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武鑑全集 –人物ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/bukan/
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武鑑と地名（地理情報）

•上屋敷や菩提寺
などの施設は、
居所に関する情
報を持つ。

•様々な情報を参
考に現代地図と
リンクする。

•江戸マップ中の
屋敷や寺院とも
リンクする。
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上屋敷地図：http://codh.rois.ac.jp/bukan/book/200018823/kamiyashiki/



江戸観光案内 –観光ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-spots/

•江戸時代の名所記や
名所案内を各世紀2点
ずつ選択。

• IIIF Curation Viewerを
用いて挿絵を切り抜
き、地名を翻刻し、
メタデータを付与。

•江戸マップ、歴史地
名データとリンク。
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江戸買物案内 –商業ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-shops/

•『江戸買物独案
内』（1824）か
ら、商人名や居
所などを抽出し
データベース化。

•歴博の「江戸商
人・職人データ
ベース」は現在
の区レベル。

•江戸買物案内は、
江戸マップの町
レベルでリンク。
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歴史地名マップ
http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/

1. 人間文化研究機構・H-GIS
研究会が公開する「歴史
地名データ」298,914件を
地図にまとめて表示。

2. バイナリベクトルタイル
の活用により、多数地点
をウェブ地図に表示。

3. 歴史地名データの識別子
と属性を、地名リソース
の一つとして活用。
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江戸マップ –江戸切絵図の地名リソース化
http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/
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29枚の地図から
8658ヶ所の地
名を抽出して
データベース化



江戸切絵図の構造化

1. 尾張屋版（1849-1862）＝江戸切絵図の中で最も大量
に売れて普及した地図。うち29枚を対象とする。

2. 国立国会図書館「デジタルコレクション」で公開され
るIIIF画像を、IIIF Curation Viewerで読み込み。

3. 地名を矩形で囲んで画像座標を記録し、矩形中の文字
を翻刻・現代語訳し、データベース化。

4. 「施設」「屋敷地」「寺社仏閣」「店名」「地名」
「町名」「海川池」「観光地」「その他」の9分類を
付与。ただし旗本屋敷などは数が多いため除く。

2020/12/13 じんもんこん2020 16



古地図を地名リソース化

1. 過去の地名識別子を現代に接続するには、緯度経度を
属性として付与する必要がある。

2. Google Maps等のジオコーディング：緯度経度が直接
得られるが、歴史地名への対応に難がある。

3. 歴史地名データ（NIHU等）：一点ずつ緯度経度を確
認すれば、精度は高いがコストも大きい。

4. 古地図のジオレファレンス：古地図全体を一度に変換
して緯度経度を付与できるが、精度に限界がある。
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古地図のジオレファレンス
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立命館大学
日本版Map Warper

国立国会図書館
『江戸切絵図』

江戸マップβ版＋日本版Map 
Warperタイル配信サービス

GCPの対応付け
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江戸切絵図の範囲
http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/owariya/

1. 位置合わせ可能な地名を対
象とした外接多角形。地名
が多いほど濃い赤で着色。

2. 東側の方が西側より地名が
多い傾向がある。

3. 地名が少ないのは、武家屋
敷または田畑が多いため。

4. 観光地を入れるため、意図
的に歪めた地域もある。
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地名リソースと地理的史料のエンティ
ティリンキング
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武鑑

江戸観光案内

江戸買物案内

歴史地名データ

江戸マップ

現代マップ
地名リソース 地理的史料



武鑑の結果

•上屋敷（264家）
•現代マップへのリンクは261家で可能。
•江戸マップへのリンクは264家すべて可能。
•ただし、江戸切絵図は『寛政武鑑』より60年以上後のため、
その間に264家中24家が移転している。

•菩提寺（264家）
•駒沢学園「寺院資料データベース」へのリンクは246家可能。
•江戸マップへのリンクは242家可能。
•江戸外の菩提寺や寺院の移転などがあるため、上屋敷よりも
リンクできる件数は少ない。
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江戸観光案内の結果

• 1255件の挿絵を収集。その中で
地名が明確な挿絵は1219件。

•歴史地名データとのリンクは765
件（全体の6割強）で可能。

•歴史地名データは明治時代の地
名が多いが、観光名所の地名は
江戸と明治で大きな変化はな
かった可能性がある。

•江戸マップとのリンクは作業中。
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江戸買物案内の結果

•商人の居所は、〇〇町などの
行政地名や、〇〇通り／〇〇
橋といった交通に関する地名
で示されることが多い。

•江戸の細粒度地名は歴史地名
データに少ないため、江戸
マップとのリンクを試みた。

•異なり地名1046件中、江戸切
絵図外が15件ある。不明7件。
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文字列マッチング

•江戸買物案内の居所と、江戸マップの翻刻の文字列を
比較し、自動的なマッチングが可能か試してみる。

1. 完全一致（芝口一丁目⇔芝口一丁目）

2. 前方一致（駿河町北側⇔駿河町）

3. 後方一致（日本橋新右衛門町⇔新右衛門町）

4. 部分一致（神田紺屋町薬師新道⇔紺屋町）

•江戸買物案内の地名は統制が取れていない。広告主が
客にわかりやすい地名表現を選んでいるため？
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文字列マッチングの結果
成功 地図内の曖昧性 地図間の曖昧性

完全一致 956 168 36

前方一致 642 310 277

後方一致 384 219 148

部分一致 80 55 37

それ以外 392 ‐ ‐
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部分一致も含め、江戸マップと対応した居所は2062件
と2454件中の84％。一方人手では99%マッチング完了。



考察

1. 江戸観光案内のような観光名所（POI）には、歴史地
名データの方が適している。

2. 江戸買物案内のような生活に密着した地名には、江戸
マップの方が適している。

3. 歴史地名データと江戸マップは、補完的な地名リソー
スとして使える。

4. 歴史地名データと江戸マップの間で完全一致する地名
は703件。江戸マップ8658件の8%程度に過ぎない。

2020/12/13 じんもんこん2020 27



GeoLOD：地名リソースの統合基盤
https://geolod.ex.nii.ac.jp/

地名辞書ごと
に得意な分野
は異なる。

統一的な識別
子を付与する
地名情報基盤
を構築。

名称や緯度経
度等の属性情
報も管理。
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地名に固有の識別子（GeoLOD
ID）を付与する。

地名辞書の形式は、地名のエン
ティティリンキングシステム
GeoNLPと相互運用可能。



江戸ビッグデータに向けて

•歴史的状況記録：どこで、いつ、だれが、何に対し、
どのような観察を行ったか（天候や地震の分析に利
用）。

•歴史的行動記録：どこからどこへ、いつ、だれが、ど
のような手段で、どのような目的で移動したか（Origin-
Destination (OD) データ）。

•「どこ」を地名リソースとのリンクとして管理するこ
とで、地理的なビッグデータ分析を可能とする。
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歴史的行動記録での活用

•清河八郎が安政2年
（1855）に江戸を訪問し
た日記『西遊草』を分析。

•日記から地名を抽出し、
江戸マップや江戸観光案
内とリンク。

• 164件の地名中、江戸マッ
プと132件、江戸観光案内
と119件がリンク可能。
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まとめ

1. 歴史ビッグデータのデータ構造化の課題の一つとして、
地名情報基盤の構築を議論した。

2. 江戸に関する地理的資料をIIIF Curation Platformにより
構造化し、地名リソースとのリンクを試みた。

3. 江戸マップや歴史地名データの特徴を分析し、複数の
地名リソースの統合への方向性を明らかにした。

4. 今後の課題：歴史ビッグデータのための地名データ構
造化を支援するシステムの構想を進める。
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